
令和５年度 自己評価・学校関係者評価報告書 

学校法人 鳥井学園 第二明泉寺幼稚園 

１．本園の教育目標 

  心身共に健康で人間性豊かな幼児の育成を目指す。 

       ・明るく元気な子ども         ・素直で思いやりのある子ども 

       ・よく考えて正しく行動できる子ども  ・最後までがんばりぬく子ども 

 

２．本年度の重点的に取り組む目標・計画 

   コロナ禍後、子どもが充実した園生活が送れるように日常の保育や行事の見直しを図る。 

 

３．評価項目の達成及び取り組み状況 

評価 A：達成している B：一部達成している C：一部改善を要する D：改善を要する   

 

４．幼稚園評価の具体的な目標の総合的な評価結果 

評価 A：達成している B：一部達成している C：一部改善を要する D：改善を要する   

 

５．今後取り組む課題 

 

６．学校関係者評価委員会の評価 

 今年度も先生方の色々なアイディアの中で行事が楽しめました。特に「夏まつり」でのフィナーレに花火を

打ち上げて頂いたり、今までにない事にチャレンジして頂き、感謝致します。子どもたちも大変喜んでいまし

た。今後も先生方と保護者の方がもっと助け合って子どもたちに楽しい体験と思い出を作っていって欲しいと

思います。先生方も色々な研修を受けていただき、保育に対するスキルを沢山広げていってほしいです。  

学校関係者評価委員        印  

学校関係者評価委員        印  

学校関係者評価委員        印  

委員会実施日 令和６年３月１９日  

評価項目 評価 評価の理由や取り組み内容 

保育内容の見直し B 職員間で話し合い、共通理解をしながら保育内容の改善に取り組んだ。特

に運動会や生活発表会などの行事では皆でアイディアを出し合って内容の

充実に努めた。 

コロナ禍後の園の

見える化 

A お誕生会に保護者の保育士体験を取り入れたり、クラスだよりを沢山発行

したり、ホームページを頻繁に更新したりして、園の見える化に努めた。 

評価 理由 

 

Ｂ 

「重点目標」に向け、全教職員が共通理解し、１つ１つの課題解決に向けて取り組んだ。

その結果、保護者の「教育活動に関するアンケート」からも総合的に肯定的な評価を得

ることができた。 

課題 具体的な取り組み方法 

保育内容の改善 子どもが主体的に考え、意欲的に行動できる楽しい幼稚園を目指し、さらなる

研究の深化を図る。 

保護者との協力 SNS を活用し、より子どもの育ちや学びの姿が伝わる情報発信を行う。 

行事等の保護者参加の仕方やＰＴＡ活動を工夫し、保護者とともに子どもを育

てていく風土をつくる。 

業務改善と教師の

資質向上 

時間を確保し、園内での職員研修を計画的・継続的に行い（園外研修の報告会

など）、保育の質の向上に努める。 


